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（※）「科学的な発見や発明等による新たな知識を基にした知的・文化的価値の創造と、それらの知識を発展させて経済的、社会的・公共的価値の創造に結びつける革新」出典：第4期科学技術基本計画

提案研究の概要
本研究では、文学や芸術の理解における「不定性」を持つ認知状態を、その
現実感や情動状態への効果とともに、説明、予測、制御することを目的とす
る。不定性を持つ認知状態として量子的な認知状態に着目し、a)量子的認知
状態を惹起する外部刺激とその効果の対応づけ、b）量子認知状態の観測手
法確立、c)認知状態の遷移・観測の量子確率論によるモデル化の3点を具体
目標とし、認知科学・神経科学・数学の学際的手法で研究を推進する。

提案研究の独創性、新規性・優位性（国内外の類似研究との比較）
1. 「不定性」の価値に着目し、その認知的効果を科学的に示し、新たな人

間観や文化・社会の創出を目指す点
2. 量子認知状態による情動状態や没入感への効果推定とその操作を目

指す点（既存研究では量子認知状態の探索に留まる）
3. 量子認知状態の非定常な外部入力を含む時間変化と、その観測を扱い

うる数理モデル構築を行う点
4. 量子認知状態に対する「観測」となる行為・意識状態の特徴づけを系統

的に行い、観測の状態への影響も探究する点

研究の将来展望：
（１）CREST研究期間終了後の研究計画
• 人文系・工学系研究者との共同研究による、不定性を持つ認知状態の活用の展開。たとえば、不定性による「希望」の発見や増進の研究（ソルニッ
ト（2005） 『暗闇のなかの希望』の思想の展開）、不定性を利用したVR・AR技術の展開

• 誤差最小化を基盤とする認知モデル（例 自由エネルギー原理に基づくモデル）との関係探索および相補的認知モデル構築
（２）科学技術イノベーション（※）創出、知的財産権の取得・活用、新産業創出・社会貢献
• 「不定な状態をとりうる人間」という新たな人間観と、不定性を持つ認知状態に着目した文化・社会の創出

研究領域「マルチセンシング」
（研究総括入來篤史、2021年度発足）

CREST研究終了時の達成目標（簡潔に）
文学・芸術における量子認知状態の時系列推定、および量子認知状態による現実
感・没入感・情動変化の予測と制御。

a)認知効果の予測と制御

b）観測方法確立 c）数理モデル構築
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